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四
称
窯
、
内
臓
の
悪
性
腫
疫
皮
称
趣
と
い
う
名
前
で
診
断
さ
れ
た
で
、
今
回
の
相
談
で
あ
る
紅
皮
症
の

膚
の
亜
臂
ン
パ
腫
(
特
に
菌
状
息
こ
と
で
し
ょ
う
。
斑
状
類
乾
癖
を
発
良
い
治
療
法
は
『
各
駕
査
を
行
っ

肉
症
)
の
い
ず
れ
か
で
す
。
実
際
は
症
し
た
人
の
一
部
は
非
常
に
長
い
て
原
疾
患
を
突
き
止
め
、
原
疾
患
に

患
者
さ
ん
本
人
か
ら
話
を
聞
い
て
皮
期
間
で
菌
状
息
肉
症
に
発
展
し
ま
応
じ
た
治
療
を
行
う
』
と
な
り
ま
す
。

膚
症
状
を
診
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
定
期
的
奈
柴
・
検
(
最
膚
科
医
会
、
壽
順
久
,
川

赤
い
と
い
う
こ
と
は
、
毛
細
血
管
が

と
が
重
要
で
す
。

原
因
と
な
り
得
る
病
気
は
即
種
類

近
く
あ
り
ま
す
が
、
 
8
割
方
は
、
和

疹
・
ア
ト
ビ
ー
、
(
皮
膚
病
の
一
種

う
最
大
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

菌
状
息
肉
症
と
は
、
皮
膚
の
り
ン

パ
球
が
が
ん
化
す
る
病
気
で
.
興
枷

年
ほ
ど
前
の
症
状
な
ら
需
欝

か
ら
で
す
。
場
合
に
ょ
っ
て
は
手
術

や
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

紅
皮
症
に
は
決
ま
っ
た
浪
法
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
な
の

因
の
患

神戸新聞社

20年ほど前から体にポツポツと赤みが出
て、5、6年前からは体全体に赤みが現れ、

時々かゆいです。皮膚科では紅皮症と診
断されましたが良くなりません。最近は漢
方を飲んでいますが、温泉にも行けませノV。

良い治療法がありませんか。(75歳、女性)

令和 4年 U 月6日(日)
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